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トレイル・オリエンテーリング体験講習会

開催要項

　車イスの方でもできるオリエンテーリング。障害のある方とそうでない方が同じルールで競えるスポーツ。それがトレイル・オリエンテーリングです。今年８月に愛知県で開催される世界トレイル・オリエンテーリング選手権大会を前に、オリエンテーリングの新たな魅力と可能性に触れてください。

◆期日：２００５年５月１５日（日）雨天決行

◆集合場所：新潟県スポーツ公園（鳥屋野潟公園）レストハウス

◆主催・主管：新潟県オリエンテーリング協会

◆講師：藤島由宇（三条ＯＬＣ・ＪＯＡトレイルＯ普及員）

◆参加資格：オリエンテーリングを経験したことがある方

◆参加費：１０００円（当日お持ちください。資料代、資材代を含みます。）

◆定員：２０名
◆持ち物：コンパス、メモ用具　（雨の場合）傘または雨具

◆服装：走りませんので普段着で結構です。

◆申し込み方法：電話・ＦＡＸまたはメールにて「トレイルＯ体験講習会参加希望」

の旨と、「お名前、年齢、所属クラブ、住所、電話番号」をお伝えください。

◆申し込み締め切り：２００５年５月９日（月）必着

◆スケジュール予定

集合時間／　９：００

講義／　９：１０〜　９：４０

コース体験／　９：５０〜１１：００

簡易競技／１１：２０〜１３：００

質疑応答／１３：００〜１３：１０

解散／１３：１０
◆申し込み・問い合わせ先

藤島由宇（三条ＯＬＣ）

〒９５５−００２２　

新潟県三条市上保内丙８７−１

Tel&Fax　０２５６−３８−８８０７

携帯電話　０９０−４６１８−０１７７

E-mail　showyoh@ginzado.ne.jp

◆参考ホームページ

日本トレイル・オリエンテーリング研究会　http://www.orienteering.com/%7Etrail-o/

[image: image2..pict]
◆トレイルＯの概要
 トレイル・オリエンテーリング（トレイルＯ）は、ＩＯＦ（国際オリエンテーリング連盟）の掲げるオリエンテーリングの４本柱の一つで、現在その普及が最も急がれているものの一つです。 （４本柱＝フットＯ、スキーＯ、トレイルＯ、マウンテンバイクＯ）
 １９８０年に福祉の国スウェーデンに始まったトレイルＯは、従来は身体的障害者のためのオリエンテーリングとしてその発達をみてきましたが、 最近では障害者だけでなく健常者も同じ条件のもとで一緒に競技するスタイルに変わりました。 

 また、車椅子だけでなく、松葉杖やステッキを使う人、外見上の障害がなくても、内臓疾患などで健常者のように激しい運動が出来ない人なども楽しむ事が出来ます。
 男女別、年齢別、障害の種類や度合いによるクラス分けは一切無く、経験、技術の程度によるクラス分けがあるだけです。健常者と同じ条件下で競い合うことが出来るため、 障害者にとって魅力あるチャレンジング・スポーツとしての人気が高まってきています。
◆競技方法
 車椅子の通れる道や小道のコースをたどり、コントロールに設置されたフラッグ群の中から課題にあったフラッグを選び出します。非常に正確に表現された地図と、位地説明表をたよりに、 地図上の円【○】の中心にある（特徴物や特徴部分に設置されている）フラッグを選び出すのです。
 道や小道上を行ったり来たりして正しいフラッグを判断しますが、道から外れてフラッグに近寄ることは出来ません。（林の中には入ってゆきませんから危険はありません）
 コースの道や小道上に表示されたＤＰ（ディシジョン・ポイント）と呼ぶ地点から見た順序で、それぞれのフラッグは、左からＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅと呼ぶ決まりになっています。 課題に合ったフラッグを決めたら、コントロール・カードにパンチします。正しければ１点の獲得です。
 上級クラスでは、課題に合ったフラッグを決定するまでの時間（秒）を測るコントロールがあります。これは成績を決める時に同点者が出た場合、決定までの時間が短い人が上位になる仕組みです。 この時間を測るコントロールを、「タイム・コントロール」と呼んでいます。
◆タイム・レースではありません
 クラスによって距離は違いますが、１〜３．５Ｋｍのコースを制限時間内にまわってくればよいのです。制限時間はコースによって違いますが、急ぐ必要はありませんので慎重に、確実にまわりましょう。 順位は正しいフラッグを選んだ得点数で決まります。
◆介助者といっしょに

 移動に介助を必要とする人は、エスコート（介助者）といっしょにコースをまわります。しかし、エスコートは、移動を助けるだけで、課題の解決にはいっさいノー・タッチです。
◆決め手は「地図を読むこと」です

 トレイルＯに使う地図には、いろんな情報が特別にくわしく表現されています。道や小道、特徴物や地形の変化などを正しく読み取ることが必要です。初心者からベテラン、エリート・クラスまで、 経験度に応じたコースが用意されています。だんだんとなれてきますから心配はいりません。初心者の方には、スタート前にわかりやすく説明します。
